
塩竈市観光振興ビジョンの策定体制と経過 

 

                              

（敬称略・委員長・副委員長以外 50 音順・H30.3.31 現在） 

（１）塩竈市観光振興ビジョン策定委員 

 氏 名 所  属 

委員長 宮原 育子 宮城学院女子大学教授 

副委員長 金子 和夫 法政大学講師 

委員 内海 卓 Ｙｏｕｒｌｉｆｅ株式会社 代表取締役 

委員 内海 春雄 ペンションスターボード 代表 

委員 大江 玲司 塩釜水産振興センター 取締役 

委員 桑原 茂 塩釜商工会議所会頭 

委員 髙田 彩 塩竈市杉村惇美術館 統括 

委員 水野 暢大 塩竈市観光物産協会会長代行 

委員 若生 輝雄 東日本旅客鉄道株式会社 塩釜駅長 

委員 渡辺 恵美 ベイウェーブ アナウンサー 

（２）キュレーター 

氏 名 所  属 

津川 登昭 （一財）チガノウラカゼコミュニティ 理事長 

横田 善光 エフエムベイエリア（株） 

（３）ワークショップ参加者 

氏 名 所  属 

赤間 俊介 （株）シーフーズあかま 

赤間 善太 シェヌー 

阿部 昌弘 阿部勘酒造店（株） 

荒井 啓汰 地域おこし協力隊 

伊藤 栄明 えびす屋釣具店 

内海 春雄 ペンションスターボード 

遠藤 勝 だんべっこ船船長 

大江 玲司 塩釜水産振興センター 

太田 真 太田與八郎商店 

大沼 剛宏 つながる湾プロジェクト 

尾花 勉 ホテルグランドパレス塩釜 

菊池 千尋 カフェはれま 

國吉 稚典 一般社団法人 e-front 

佐々木 良子 エポックトラベル 

佐藤 浩 丸文松島汽船（株） 

志賀 勝 （有）三ツ扇包材 

鈴木 雅博 （株）くろしお北浜マリンベース 

鈴木 博美 ＮＰＯみなとしほがま 

冨谷 圭輔 浦霞醸造元（株）佐浦 

高山 朋子 ＮＰＯ法人浦戸アイランド倶楽部 

橋沼 幸平 塩釜蒲鉾連合商工業協同組合青年部 

保志 昌宏 みやぎ寿司海道塩竈地域推進協議会 

本間 良 本間商工（株） 

水間 さわこ 共栄丸水産 

矢部 亨 矢部園茶舗 

横石 弘幸 （株）ジャパン交通 

渡辺 敬久 フルーツラボラトリー 

 

 

１．策定体制 

 



 

 

 

（１）アンケート・ヒアリング調査  9 月～1月 

   ①観光客アンケート調査 

  市内に訪れた観光客を対象に、市内 5地点にて調査員によるアンケート調査及び市内宿泊 

  施設ご協力のもと、宿泊者を対象にアンケート調査を実施。 (回答数 959 票) 

＊主な項目…手配方法、再訪回数、目的、交通手段、消費額、宿泊地など 

 ②観光関係者・アンケート・ヒアリング調査 

  市内事業者 16名及び市外旅行業者等 5名を対象にアンケート・ヒアリングを実施。 

＊主な項目…現状と潜在資源、市内調達率、旅行事業、松島湾エリアの旅行企画など 

 

（２）策定委員会  

  ●第１回 平成 29年 10 月 23 日 

      《内容》今後の観光に対する意見交換 

  ●第 2回 平成 29年 12 月 21 日 

      《内容》ワークショップや調査の結果を踏まえたビジョン案の検討について 

  ●第 3回 平成 30年 1月 29 日 

      《内容》基本施策・重点施策・アクションプランの検討について 

  ●第 4回 平成 30年 3 月  5 日 

      《内容》ビジョン最終案の確認 

 

（３）ワークショップ  

  ●第 1回 平成 29年 11 月  7 日 

      《内容》塩竈の魅力や課題、20 年後の塩竈など意見交換 

  ●第 2回 平成 29年 11 月 27 日 

      《内容》塩竈の目指す姿を「みらい新聞」としてアイデア出し 

  ●第 3回 平成 29年 12 月 14 日 

      《内容》「塩竈みらい新聞」作り 

  ●第 4回 平成 30年 2月 10 日 

      《内容》シンポジウムに向けた企画まとめ 

 

（４）ソフト部会 

  ●第 1回 平成 30年 1月 8 日 （ワークショップ参加者から 20 名） 

      《内容》ワークショップの意見を基に、今後、具体的に取り組みたい活動をアクション 

       プランとして整理 

 

（５）パブリックコメント 

   平成 30年 3月 8 日～28日  

 

（６）シンポジウム  

     平成 30年 3月 18 日 一般来場者数 100 名 

 《内容》 

『千年後につなげる塩竈のこれからの観光』 

 ビジョンの概要についての説明と策定メン

バーらによるパネルディスカッション 

２．策定経過 

シンポジウムの様子 


